
⑤事業手法の選定フロー

Ⅰ公営住宅等の将来ストック量の推計 （H30 住生活基本計画）
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Ⅱ １次判定：団地の維持・管理指針、住宅改善の必要性と可能性に基づく団地・住棟の事業手法の設定

Ⅱ-1 団地敷地の現在の立地環境等の
社会的特性を踏まえた維持・管理方針
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Ⅱ-2 住棟の現在の物理的特性による改善の必要性と可能性
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